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人吉盆地におけるランドスケプの特性分析
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要約 : 本研究は農村地域において 自然的ランドスケプから人工のアノニマス空間 Anonymous のラ
ンドスケプへの移行過程を ランドスケプを構成する要素毎に時系列で分析する一方で 設計されたラ
ンドスケプ オニマス空間 Onymous の特性分析を試み 農村ランドスケプデザインにおけるコンセ
プト形成の方途を展望した 研究対象は 熊本県南部の人吉盆地を選定した その結果 本地域のランドス
ケプ構造は 圃場整備後から現在までの道路網発達が人為的ランドスケプに影響を与え 設計されたラ
ンドスケプは施設本位によるものが顕著となり コンセプトなしの空間整備は 農村風景を壊しかねない
という知見を得 地域の 図 に関係したランドスケプの構築から 再び地域の 地 に関係したランド
スケプ設計の重要性が示唆された







ケプ とに細分する -類型の考え方もある イギリスの
造 園 家 Nan. Fairbrotherが Natural Landscape
Man-made Landscape Man-designed Landscape
と区分しているのはこの -類型である+本研究はこの
自然的ランドスケプ アノニマス Anonymous 空
間とも称される 造られ成ったランドスケプ そして
設計者が特定できる近代のオニマス Onymousな 設計













る- 本研究の着想は ガデンアイランド構想 +332 が
国土政策の基本に据えられ 観光立国 ,**- が新しい国
づくりの方策に掲げられるようになった日本の現状をふま
えている 周知のように日本の国土構造は 国土面積の ,
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そこで本研究は 純農村地域で流域圏としての地域的ま
とまりがあり 分析の対象となるNatural Landscape,











し 図 ,のように中心都市人吉市と球磨郡内の .町 /村









人吉 の範囲 図 ,の四角枠内 面積にして .-..1/km,
を分析対象とした さて 日本列島には このような盆地






















の過程を見ることとした 明治 -1 +3*. 年以降の土地利
用変化を大日本帝国陸地測量部 昭和 ,* +3./ 年以降は
内務省地理調査所 さらに昭和 -/ +30* 年以降は国土地








また 二つ目として 設計されたランドスケプを 
空間の種類 分布域 周辺土地利用と標高 開設時
期 資源依存性 開設主体の公民区別 の /点で調査
した 空間の抽出作業は 最新熊本県万能地図	 熊本日
日新聞社 : +330盆地一帯の観光情報誌 とっておきの人
吉球磨	 ウルトラハウス : ,**, 各自治体要覧とヒア
リング調査によった そして ,**-年 -月と ,**.年 -月
に 抽出した全空間に対し現踏調査を行い それぞれの空
間について 全体的空間特性 空間の詳細事項 周辺の土
地利用 調査空間の写真からなる個別カルテを作成した
このうち 資源依存性の評価については 現踏調査の
際 東京農業大学造園科学科生 /名によって 森林施
設景観河川歴史の /種で その空間の成立上の 依
存性があるかないかについて投票してもらう方法を採用し

















行過程の分析は 現在入手可能な明治 -1年から平成 3年
までの 3時代の地形図を 地域の主な社会事象と対応さ






は 図 -のように時系列に整理でき これらのデタから
以下の特徴を考察することができた
a 河川及び用水路と水田分布との関係
この地域を貫流する本流球磨川には 右岸 北側 に
あっては 下流部より山田川 川辺川他 1つの河川がそそ




る 期 期の水田分布は 多くは球磨川左岸に立地し
ている それは 左岸の広大な緩傾斜地の水田化を構想し


























































プの分布図を得た 図 +* その全 30物件に対して現踏調
査を行い 個別カルテ 図 ++ を作成した結果から 設計
されたランドスケプ 30物件の個別デタを一覧表 表
, にして分析を進めた これらを 空間の種別でみる




とを意味する 公園に続いて 都市公園 広場 キャンプ
場 運動公園 温泉センタ等があり ゴルフ場 サイク
リングロド 道の駅もある どのような土地利用の中
に位置するかについて 地域を 森林地域	 河川沿岸	
表 + 時代時期設定の概要
人吉盆地におけるランドスケプの特性分析 133
図 - 人為的ランドスケプへの移行過程 図中の横棒グラフは期を +**としたときの増減率を示す
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,割強 集落区域に ,割弱 市街地と田園区域に +割弱と
いう分布状況であった 開設時期については 昭和 .3
年以前を +期 昭和 /*年0-年を ,期 平成 +年
3年までを -期 平成 +*年以降を .期 に区分して分
析した結果 設計されたランドスケプの 3割が 昭和 /*
年以降の整備であり ,期 に .割弱 -期 に .割弱と
続き 今後もこの整備傾向が続くと推測される また 30
物件中最古のものは 昭和 -1年に開設した水上村の市房
図 . 昭和 .,年期 圃場整備直前の水田と道路網 図 / 昭和 .2年期 圃場整備直後の水田と道路網
図 0 明治 -1年期 道路網と集落分布 図 1 平成 3年期 道路網と集落分布







析からは 施設本位型が全体の /割を占め 設計されたラ
ンドスケプにおける施設偏重の傾向が明らかになった
また 河川依存型と森林依存型が ,割弱を占め 森林依存
型は全体の .割の空間が森林地域に分布しているにもかか
わらず 2.-に留まった さらに 歴史依存型は 盆地内
に点在する相良三十三観音に代表される社寺仏閣や歴史的








源依存性 資源依存性別に見た周辺土地利用 の -種の
クロス分析を進めた結果 開設時期別に見た周辺土地利
用 図 +, からは 森林地域には昭和 /*年以前から一定








成 +*年以降 ,割強作られており 逆に市街地には平成 +*
年以降作られておらず このことから今後の空間整備は田
園地域に求められる傾向が予測される 開設時期別に見
た資源依存性 図 +- からは 平成 +*年以降 景観依存
型の空間が若干 増加傾向にあり その空間整備に今後の
期待がもたれる しかし 歴史依存型の空間は 平成期に






考えられる また 全空間の /割を占める施設本位型の空
間は どの地域にも分布する状況にあり 昭和期に作られ
た街区公園 各市町村に建設された運動公園小運動広
場 また 温泉センタなどが挙げられる さらに 設計
されたランドスケプの資源依存性を得票順に見てみる
と 全体的には 依存の高い空間と低い空間の差が 顕著
に表れた 特に 施設本位の空間に票が集まり 逆に歴史












以上 大きく捉えて  自然的ランドスケプ の 人











められ すなわち 地域の 図 に関係したランドスケ
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Analysis of Landscape Characteristics
in Hitoyoshi Basin
By
Masato JINDO* and Toshitaro MINOMO**
(Received May ,., ,**./Accepted September +1, ,**.)
Summary : This study clariﬁed the characteristics of landscape types distributed through the rural
area. We took the Hitoyoshi basin in Kumamoto Prefecture as the area of study and examined natural
landscape, man-made landscape, and man-designed landscape existing in this area.
As a result of this study, we clariﬁed the changes to man-made landscape from natural landscape
in form and statistical value. In addition, the distinguishing features of man-designed landscape,
dependent on natural and cultural model resources included in both natural landscape and man-made
landscape, was also clariﬁed.
In this study, we found that in the discipline of rural landscape design, the creation of concepts
was particularly important.
Key words : Natural Landscape, Man-made Landscape, Man-designed Landscape, Hitoyoshi Basin
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